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令和３年第１２回木島平村教育委員会定例会会議録 

 

 

 

１ 開催日時   令和３年１２月２２日（水）１５：２８～１６：４６ 

 

２ 場  所   木島平村役場 議員控室 

 

 

３ 出  席    教 育 長   小林  弘 

教育長職務代理者   佐藤 秀雄 

         委     員   月岡 英彦 

         委 員   佐藤小百合 

委    員   芳川 文子 

 

４ 出席した事務局職員 

         子育て支援課長   島﨑かおり 

         生涯学習課長   髙木 良男 

         子育て支援係長   武田 幸一 

生涯学習係長   湯本 邦浩 
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１ 開 会  午後３時２８分 

 

２ 前回会議録朗読承認（署名） 

令和３年１１月２４日開催の木島平村教育委員会第１１回定例会会議録を島﨑子育て

支援課長が朗読し、出席委員全員が内容を確認のうえ、全員が承認し署名した。 

 

３ 教育長報告 

（１）１２月１日の保育園定例会時に指示した事項から 

  〇「１１月」事故報告が多かった。注意喚起をしてほしい。 

  〇園長、園長補佐が保育士の経験年数によってどういう形で人材を育成していくか、頭 

に入れながらやってほしい。園の課題を洗い出し、すぐできるところはすぐにやること。 

他、園長及び園長補佐に指示した事項について説明した。 

 

(２) １２月１５日の校長園長会時に指示した事項から 

〇換気について冬季は特に換気を忘れがちである。窓の開閉をしてほしい。 

〇「全国学力・学習状況調査」から、長野県の小学校国語正答率が全国平均以下となる。

木島平村も同様であった。来年度の全国学力・学習状況調査は令和４年４月１９日の予

定。小中学校とも理科が加わる。タブレットを活用したオンラインによる回答方式を一

部で導入が予定されている。 

〇文科省2021年度全国学力テストのアンケート結果分析から、新聞を読む回数が多い子

どもほど平均正答率が高い。新聞読むことの大事さ。 

〇木島平村の地球温暖化対策実行計画についてゼロカーボン、温暖化対策等委員会を立

ち上げた。学校でも関心を持って学習をしてもいい。小学校と相談しながら行っていき

たい。 

〇県内のヤングケアラーについて、県下全小中学校にも調査がくると思われる。向き合

う先生の姿勢が問題である。学校ではみられない家庭での子どもたちの背面までみてほ

しい。表面的なことだけで判断することがないように配慮をしなければならないこと

他、校長園長会時に指示した事項について報告説明した。 

 

 

４ 協 議 

(１)木島平村教職員組合の要求・要望に対する回答について 

   

小林教育長 

 

それでは、大きな４番の協議事項に入ります。（１）の村教職員組合 

の要求・要望に対する回答お願いいたします。 
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島﨑課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

小林教育長 

 

島﨑課長 

 

小林教育長 

 

 

 

 

 

佐藤小百合

委員 

 

 

〇説 明 

 

資料の１をお願いいたします。回答書とありますが、今年の１２月２日 

付で木島平村教職員組合執行委員長、中学校の小林和仁先生のお名前で要 

求・要望書というのが教育委員会あてに提出されました。持ってこられま 

したのが、書記長で小学校の勝山孝平先生の方で持ってこられました。毎 

年この時期に提出されるわけでありますけれども、中身としましては、学 

校予算の増額に関すること。あと、勤務条件の改善について。それから、 

小中学校からのそれぞれの独自要求ということで、７ページにわたる要 

求・要望書であります。毎年この時期ということで、予算の編成のタイミ 

ングでもありますので、今年につきましても、来年度予算の編成というこ 

とで予算要求書それぞれ各課でまとめあがった時期でもあります。それを 

受けまして、回答書という形でこのように回答していきたいと考えており 

ますが、またご協議いただきたいと思います。なお、内容については、毎 

年同じ要望もあります。一つ一つ読み上げませんけれども、ここでは、新 

たな要望ですとか課題になっているものについていくつか取り上げて、教 

育委員会としての回答ということでご説明させていただきたいので、お願 

いいたします。なお回答文は、太字の部分になっておりますのでお願いし 

ます。 

 

〇木島平村教職員組合への回答書について説明 

 

  

 回答はいつ頃、１月入ってですか。 

 

 １月入って回答してきたいと思います。 

 

 わかりました。今の回答について説明がありましたが、ご質問がありま 

したらお願いします。よろしいでしょうか。 

先生方の要求に対して、できるだけ答えていくことはやっていきたいと 

は思っていますが、予算等々かかわってきますので今回の回答例というこ 

とでやりたいと思いますがよろしいでしょうか。 

 

質問というかお願いといいますか、４ページの留守番電話の関係になっ 

てくるのですが、ずいぶん前にも私の方で申し上げたのですが、先生方の 

携帯電話の番号の開示について、やはり個人情報の関係もあるので、以前 

よりは現状はどうなっているかなんですが、何か連絡のときはこちらとい 
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小林教育長 

 

佐藤秀雄職

務代理者 

 

佐藤小百合

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小林教育長 

 

島﨑課長 

 

 

月岡委員 

 

 

 

髙木課長 

うことで担任の個人の携帯電話番号を開示しているところがあるので、そ 

れによって保護者の方々によるのですが、やはり一線をしっかり引ける方 

とそこが緩い方とそれぞれがだんだん出てきているようなことも耳にして 

おりますので、やはり働き方改革ということもありますが、今現在、個人 

情報の取り扱いということも大変大事になってきておりますので、その観 

点からも学校閉庁のときの緊急連絡先は窓口に教育委員会になったことは 

大変ありがたいことだと思うのですが、今後そういう個人情報の携帯電話 

の開示の観点からもいろいろご検討いただければなと思うのでよろしくお 

願いいたします。 

 

何かありますか。いいですか。 

 

すみません、先生方の個人の携帯の番号を学級の子どもたちとか保護者 

に知らせてあるのですかね。 

 

そうですね、プリントだったりで以前は緊急連絡先というような状況で 

お休みのときとかになるのですが、何かあればということで先生の電話番 

号が学年の通信に出ていたりしていたので、その辺がもう、一番最初から 

ちょっと私自身がすごく抵抗があったものですから、それに関してはやは 

りどうなんだろうという様なこともありまして、今となれば連絡網はもう 

廃止されてはいるのですが、やはり先生方の個人の携帯になるので、休み 

のとき昼夜問わずお電話があったりだとか、夜遅くに電話がかかってき 

て、学校の話からずれた様なお話だったりとかで時間外のという様な状況 

で、先生方が対応せざるを得ないということも耳にしたりしているので、 

やはり先生方お時間もあるでしょうし、そういうこともありまして質問さ 

せていただきました。 

 

どうぞ。 

 

学校の方とまた確認をして検討と言いますか、していきたいと思ってい 

ます。 

 

かなり知られているようであれば、冬休みのしおり等出ていますよね。 

そこにこのお控えいただきたい、配慮してもらいたいというのを一筆 

入れてもらえるといいですね。 

 

わたしは、小学校の方は断片的に見ていると、親御さんからのお子さん 
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佐藤職務代

理者 

 

 

 

 

 

 

小林教育長 

 

 

 

 

 

 

 

佐藤小百合

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に対するいろいろなお話であるとかは、断片的に見る限りは全て教頭先生 

と校長先生の方で受けていらっしゃる。それに対して、こうゆうお手紙調 

でやり取りをしていてそこに、教頭先生なり校長先生が担任の先生の話を 

聞いたものを書いていて何回かやり取りをしているというのは断片的には 

見ています。ただ、電話番号を開示しているか、してないかというセキュ 

リティの話しは別ですよね。対応としてはそんな対応されているんではな 

いかなとは思いますけれど。 

 

民間の会社なんかでは、私用と会社用という別々にあって、担任の先生 

が全部持つわけにはいかないと思いますが、今の話しだと教頭先生とか校 

長先生に学校用の携帯とかという形になれば、まだそれでも個人の先生に 

相談したいという場合は、携帯とかそうゆうのではなくて機会を公の場 

で、相談してもらえる様な形を取れれば、本当に夜、家で休んでいるとき 

に電話きてあーだ、こーだと言われると担任の先生にすれば非常にプレッ 

シャーだと思いますけど。 

 

今、話が携帯番号の開示というのと留守番電話とふたつに分かれて話 

が全く違う様な形でありますので、今、言ったような対応ということ 

で、留守番電話を入れれば保護者の方が夜遅くにそういうようなことで 

電話をしないかとそういう問題でもないし、開示をする、しないという 

かそこは学校の姿勢、学校はこうだというようなことでしっかりとやっ 

てもらえればいいかなと。回答の方はこんな形でやっていきたいという 

ふうに考えております。他にいかがでしょう。 

 

すみません、放課後子ども教室の関係ですが、毎年要望のところで年度 

末、年度当初のところのお話は出ているので、耳が痛い話でもあるのです 

が、やはり出入口や導線の関係が先生方が神経質にならざるを得ないとい 

うところでもあるので、小学校の児童クラブの出入口が今、正面玄関が確 

かメインだと思うのですが、その期間だけ低学年棟の 1 年生の奥っていう 

んですか、階段の方の出入口があるのでそちらの方を利用して、正面玄関 

の方を使用規制ではないですが、パーティションをつけて子どもたちが入 

らないようにするだとか、何か学校以外のところでしてほしいというので 

やはり、要望はそうですが現状として学校の校舎を使った方がいいと思い 

ますし、使わざるを得ないというのであれば、現状だけではなくて先生方 

もその時期に神経質ならざるを得ないのでその負担を軽減するということ 

で、パーティションで「ここから入ってはだめだよ。」とか、子どもたち 

が春休みだけでも利用制限というか、「校舎のここを使用するように」「こ 
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小林教育長 

 

島﨑課長 

 

 

 

小林教育長 

 

 

 

 

 

 

小林教育長 

 

こは行かないように。」だとか何かそういうことが周知ではないですが、 

子どもたちにも保護者の方にもわかるように何か工夫できればいいなと思 

っております。やはり出入口に関していつもと違うところになってしまっ 

たり、遠くなってしまったりというのはあると思うのですが、うまく奥の 

方の出入口を使えるようになれれば少しは、全部の解決にはならないので 

すが、少しの妥協案というかそうゆうところにはなるんではないかなと思 

いますが。 

 

他にいかがでしょう。 

 

出入口は教室のところから出入りしていまして、そこでやっていてパー 

ティションとか、それも私も有効かと思います。その点についてまた放課 

後児童クラブの室長とも相談して進めたいと思います。 

 

ここに現状どおりということは、どうゆうふうにすれば今の課題的な問 

題が解決できるかとそこのところはお互いに工夫しながらやっていくとい

うことが大事かなということで現状どおりというか。他にいかがでしょ

う。 

 

（特段質問無し） 

 

 それでは、こうゆう形で組合の方に教職員組合の方に回答をしたいと思 

います。協議事項１番についてはそうゆうことでよろしくお願をいたしま 

す。 

 

 〇出席者全員が承認した。 

 

 

 

６ 報 告 

・島﨑子育て支援課長が、資料２に基づき保育園及び小中学校の状況について報告した。 

・武田子育て支援係長が、資料に基づき令和３年度木島平村子育て世帯等の臨時特別支 

援事業について説明した。 

   ・小林教育長が、資料３に基づき教育委員会に係る１２月木島平村議会定例会一般質問 

と答弁について報告した。 

   ・髙木生涯学習課長が、資料３に基づき根塚遺跡の三韓土器他について報告をした。 
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７ その他 

（１）当面の日程（諸行事・会議等） 

・島﨑子育て支援課長が、当面する諸行事・会議等について説明した。 

・島﨑子育て支援課長が、令和４年第１回教育委員会定例会の開催時間の変更について 

説明し、令和４年１月２６日（水）開催の令和４年第１回木島平村教育委員会定例会 

の開催時間を午後３時３０分から午後３時４５に変更することに決定した。 

 （２）その他  

   ・島﨑子育て支援課長が、資料４に基づき令和４年度関東甲信越静市町村教育委員会連 

絡会総会及び研修会（栃木大会）について説明した。 

   ・島﨑子育て支援課長が、資料に基づき飯山市教育委員会教育委員の異動報告につい 

て、調布市教育委員会教育長職務代理者の就任について報告した。 

 

  

８ 閉 会  午後４時４６分 

 

小林教育長が閉会を宣言した。 

 

 


